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生
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学
習
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☎
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１
３
０
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学びの広場

七日市「長岐邸」一般公開
～地域の歴史文化にふれる～

　北秋田市指定有形文化財の七日市「長岐邸」が、
５月３日から３日間、「おさるべ元気くらぶ」（長岐直
介代表）の主催で一般公開され、市内外から約220
人が訪れました。
　長岐家当主は、江戸時代初期から七日市村の肝煎
りを代々務め、建物は最上層の肝煎り屋敷の住宅形
式といわれており、平成元年10月１日に北秋田市
有形文化財として指定されました。
　格式高い書院座敷では、２月に行われた「葛黒火
まつりかまくら」の写真展とＤＶＤ上映が行われ、 　▲一般公開された「長岐邸」を見学する来場者

訪れた人たちは、同くらぶ会員の説明を聞きながら、
七日市の歴史文化に理解を深めました。

　▲元気なあいさつの声が行き交う朝の登校風景

共に歩む学びの輪
～平成27年度高齢者大学開講式～

　森吉大学を皮切りに、高鷹大学、合川ことぶき大
学、阿仁生き活き大学と、今年度の各地区高齢者大
学が開講しました。
　このうち、５月12日に森吉公民館で行われた森
吉大学（佐藤信子学長）の開講式では、受講生を代
表して小林節子さんが、「共に学ぶ仲間たちと楽しみ
ながら活動を続けていきたい」と誓いの言葉を述べ、
90人の学生が学習活動をスタートさせました。
　開講式終了後、第１回講座として柴田信勝さん
（元森吉町助役）を講師に迎え、『「心のエイジングケ 　▲学習の決意を新たにした森吉大学開講式

ア」－特効薬・勉強ドモリンクル－』と題した講演
が行われ、生涯学習について理解を深めました。

■
笑
顔
の
写
真
講
座
「
北
秋
田
人
の
風
貌
」

開
催
期
間　
６
月
〜
８
月（
全
６
回
）

第
２
、第
４
水
曜
日　
午
前
９
時
〜
12
時

対
象　
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
人
物
を
撮
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方

講
師　
コ
ン
ド
ウ
ダ
イ
ス
ケ　
氏

持
ち
物　
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど

費
用　
プ
リ
ン
ト
代　
定
員　
20
人

申
込
締
切　
６
月
17
日（
水
）

　
今
月
の
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

■
鷹
巣
図
書
館

『
鹿
の
王　
上
・
下
』（
上
橋
菜
穂
子 

著
）

■
森
吉
図
書
館

『
子
ど
も
の
ミ
カ
タ
』（
山
登
敬
之 

著
）

■
合
川
公
民
館
図
書
室

『
老
い
の
冒
険
』（
曽
野
綾
子 

著
）

■
阿
仁
公
民
館
図
書
室

『
運
営
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
解
決
ま
で
自
治
会
・

町
内
会
お
役
立
ち
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
水
津
陽
子 

著
）

　
今
年
も
花
と
苗
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

販
売
場
所　
さ
か
え
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

種
類
と
価
格　
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド（
黄
・

オ
レ
ン
ジ
）
30
円
／
サ
ル
ビ
ア
（
赤
）
40

円
／
ア
ゲ
ラ
タ
ム
40
円

事
前
申
込　
６
月
８
日（
月
）〜
14
日（
日
）

販
売
日
時　
【
事
前
申
込
み
を
し
た
方
】６

月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）の
午
前
５
時
30

分
か
ら
午
前
９
時
／
【
申
込
み
を
せ
ず
に

購
入
す
る
方
】６
月
21
日（
日
）

※

苗
を
入
れ
る
箱
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い

　
　
　
さ
か
え
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
内

　
　
☎・　
62‐

１
３
８
６
（
成
田
和
子
）

■「
昭
和
50
年
小
猿
部
川
洪
水
を
観
る
」

　
堀
部
亮
一
氏
（
七
日
市
在
住
）
が
撮
影

し
た
40
年
前
の
映
像
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　
６
月
21
日（
日
）
午
前
10
時
〜

会
場　
長
岐
邸
（
七
日
市
）
入
場
無
料

語
り
べ　
清
水 

修
智 

氏
ほ
か

■「
Ｅ
Ｍ
石
け
ん
」
づ
く
り
講
座

日
時　
７
月
７
日（
火
）
午
前
10
時
〜

場
所　
阿
仁
公
民
館

講
師　
佐
藤 

正 

氏　
参
加
費　
５
０
０
円

持
ち
物　
牛
乳
の
空
き
パ
ッ
ク
２
個
、
軍
手

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

　
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

中
央
公
民
館
短
期
講
座

　
　
　

 

中
央
公
民
館 

☎
62‐
１
１
３
０

申
問

　

お
や
か
た
さ
集
ま
る
べ
講
座

申
問

きもい

ま
つ
さ
か

か 

お

　

市
内
を
花
い
っ
ぱ
い
に
！

　
　
　

 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

FAX

申
問

　
　
　

 

お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ 

長
岐
賢
一

☎
０
９
０‐

６
１
０
１‐

８
９
０
６

　

阿
仁
公
民
館
公
開
講
座

申
問

申
問
大
阿
仁
小
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集
！

子どもは地域の宝もの
～学校支援地域本部事業～

　北秋田市では、今年度も地域ぐるみで学校を支え
る「学校支援地域本部事業」を推進しています。　
　この事業は、地域の将来を担う子どもたちの育成
について、学校だけではなく地域ぐるみで人材を育
てる意味から、ふるさと教育やキャリア教育など、
多くの市民の方々の知識や経験を生かせる機会を増
やし、地域の活性化を目指すものです。
　なかでも、多くの市民が支援している「朝の見守
り隊」は、児童・生徒の安心と安全を守るスクール
ガードとして市内各所で行われており、子どもたち

とのふれあいから、毎日元気をもらっているという
市民が増えています。

　
自
治
会
で
は
、
春
先
３
月
に
枝
木
の

剪
定
や
施
肥
を
行
う
な
ど
桜
の
維
持
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
植
樹
か
ら
60
年

が
過
ぎ
、
周
辺
環
境
の
変
化
も
桜
の
生

育
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
老
木
化
が
進
ん

で
い
る
現
状
で
す
。
近
年
で
は
鳥
の
食

害
に
よ
り
開
花
に
影
響
も
見
ら
れ
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
も
樹
木
医
に
数
回
診

断
を
依
頼
し
、
保
護
・
管
理
に
配
慮
し

て
き
ま
し
た
が
、
樹
勢
の
衰
え
に
よ
り

車
や
人
の
通
行
に
支
障
が
想
定
さ
れ
る

枯
れ
枝
・
老
木
に
つ
い
て
は
、
枝
切
り

や
伐
採
を
す
る
予
定
で
す
。

▽
平
成
８
年
２
月
29
日
北
秋
田
市
指
定

記
念
物
（
名
勝
）

▽
資
料
／
「
秋
田
の
桜
」（
無
明
舎
）、

「
秋
田
の
名
勝
・
天
然
記
念
物
」（
秋
田

県
教
育
委
員
会
）「
合
川
町
の
三
十
年
」

（
合
川
町
）

▽
協
力
者
／
自
治
会
、
聞
き
取
り

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員　
照
内
捷
二

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

87

○「
松
栄
桜
並
木
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
松
栄

◇
管
理
者　
松
栄
自
治
会

　
国
道
１
０
５
号
線
沿
い
の
大
野
台
松

栄
地
区
に
至
る
と
、
道
路
の
両
側
７
〜

８
０
０
ｍ
に
わ
た
る
桜
並
木
（
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
）
が
あ
り
ま
す
。
例
年
４
月
末

か
ら
の
開
花
時
期
に
は
す
ば
ら
し
い
桜

の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
、
道
の
両
側
の
花

見
を
す
る
た
め
散
策
に
訪
れ
る
人
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　
以
前
は
、
地
名
の
と
お
り
ア
カ
マ
ツ

の
並
木
で
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
中
に

飛
行
機
の
燃
料
用
と
し
て
「
松
根
油
」

を
得
る
た
め
す
べ
て
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
、
昭
和
26
年
、
地
区
の
青
年
会

員
が
中
心
と
な
り
、
県
外
か
ら
桜
の
幼

木
を
購
入
し
植
樹
し
た
の
が
始
ま
り
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
秋
田
市
指
定
記
念
物
（
名
勝
）

　老木化が進む桜の樹木

　松栄桜並木


